
大学博物館の現状と展望：

自然史科学のハブとなるか？

大路樹生 （名古屋大学博物館・名古屋市科学館）



自己紹介（現在）

• 名古屋大学博物館 特任教授

• 名古屋市科学館 館長

• 自然史学会連合 代表

• 異なる博物館施設を見ている
• 大学博物館 大学の研究成果を社
会に発信

• 科学館 標本をほとんど持たない
科学の啓蒙を図る



私と標本・博物館とのかかわり

• 化石標本に基づく研究（ウミユリ類等）
• 内外の博物館を訪問、滞在（次ページ）
• 研究し、記載した標本を登録（東京大学総合研究博物
館、名古屋大学博物、瑞浪市化石博物館）

• 自然史博物館に関する特集を企画（生物の科学 遺伝

2001年7月号）、学術標本の持つ意味について

→ 国内外の自然史博物館に保管されている現生・化石

標本は私の研究の基盤



研究者として訪れた主な自然史系博物館（海外）

• National Museum of Natural History, Smithsonian Institution, Washington DC, USA: 1988, 1995-
1996, 2003, 2010, 2017

• American Museum of Natural History, New York, USA; 1988, 2023

• Museum of Comarative Zoology, Harvard University, USA: 1988

• Yale Peabody Museum, Yale University, USA: 2023

• University of California, Museum of Paleontology, Berkeley, USA: 1994

• Field Museum, Chicago, USA: 1988

• Natural History Museum of  Los Angeles County, USA: 1988, 2019

• California Academy of Science, San Francisco, USA: 2002

• Tate Geological Museum, Casper, Wyoming: 2003

• Muséum National d’Histoire naturelle de Paris, France: 1993, 2017

• Natural History Museum, London, UK （旧British Museum, Natural History）: 1986, 1993, 1994 

• Nationaal Natuurhistorisch Museum, Leiden, Netherlands: 1994

• Geological Museum, University of Copenhagen, Denmark: 1999

• Zoological Museum, University of Copenhagen, Denmark: 1999

• 南京地質古生物学研究所博物館: 2017, 2018  他
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National Museum of Natural History, 
the Smithsonian Institution

Charles Walcott Collection

Frank Springer’s Room
Crinoid Collection



バージェス頁岩の化石標本
100年を越して活用される
学術標本

バージェス頁岩産化石を保管するロッカーが並ぶ

バージェス頁岩化石の発見者
チャールズ・ウォルコット



Peabody Museum, Yale University

Webpage: Peabody 
Museum, Yale Univ.

Ordovician fossil 
collection from 
Morocco

世界最大の大学博物館
スタッフ約100名
1860年代創立



私が名古屋大学博物館で行ってきたこと

• 2010年に名古屋大学博物館に転任

•大型化石を担当、新たな標本受入れ、整理、
リスト作り

•理学部より軟体動物化石を中心とするコレク
ションを移管

• ラベルやリストの不完全な標本との格闘



名古屋大学博物館大型化石収蔵リスト



名古屋大学博物館軟体動物化石収蔵リスト（理学部から移管）



特別展

「深海の世界」

• 最近の発掘調査の結果 愛知

県南知多町の深海性化石群

• 最深の潜航を経験した名古屋

大学の道林克禎の報告

• 南鳥島沖のレアアース等の深

海資源



大規模発掘で発見された深海魚
化石など



専門領域 管轄団体 コレクション名と点数 コレクションの学問的意義

化石 東海化石研究会 会全体として約6,000点

南知多町の師崎層群の化石、犬山市周辺の可児層群の化石、東栄町・設楽町の設楽層群の

化石、瀬戸市周辺の瀬戸層群の化石、田原市周辺の渥美層群の化石、名古屋港浚渫造成地

帯から採集された甲殻類化石など。

鉱物 名古屋鉱物同好会 約1973点

戦前から昭和40年代にかけて稼動していた東三河地方の鉱山を中心に世界に類をみない高

品質のパイロクスマンガン石や中宇利石、吉村石等の希少鉱物、日本産のものとしては最

大級の水晶、棚山高原産の高品位のノーブルオパール等。

植物 愛知みどりの会
芹沢俊介コレクション

約80,000点

芹沢俊介博士が研究と県内産植物の基礎資料とするために収集したコレクション）。最近

の県内の植物に関する県報告書などの基礎データとなった。

哺乳類 名古屋哺乳類研究会
織田銑一博士コレク

ション（点数不明）

元名古屋大学教授、元岡山理科大学教授の織田銑一博士が収集した骨格コレクション。特

別天然記念物のカモシカの骨格標本も含まる。

昆虫

故田中多喜彦コレク

ション（蛾のコレク

ション1115種）

故田中多喜彦氏が京都大学卒業以来、収集・研究された標本類

貝類 名古屋貝類談話会

川瀬基弘（名古屋貝類

談話会役員）コレク

ション他、10,000点を

超える

愛知県産の海産貝類，淡水産貝類，陸産貝類コレクションの総数は10,000点を超え、これら

の中には絶滅(EX)が9種，絶滅危惧ⅠA類(CR)が55種，絶滅危惧ⅠB類(EN)が15種，絶滅危惧Ⅱ

類(VU)が43種指定されているものが含まれる。

岩石 名古屋大学博物館
約 5,000点。（ホーム

ページには約17,000）
アフリカ調査隊が採集した様々な岩石資料

微化石 名古屋大学博物館 71,906点。 中・古生界からの微化石コレクション。一部はウェブで公開されている。

昆虫標本 名古屋大学博物館 約30,000点。 大野静男キクイムシ標本（約10,000点）、東海昆虫保存会標本約20,000点など。

蘚苔類 名古屋大学博物館 約60,000点 髙木典雄名大名誉教授が収集したコケ類をちゅうしんとした標本類。

植物 名古屋大学博物館 約13,000点 維管束植物のさく葉標本。

名古屋市およびその周辺地域に保管されている自然史標本のリスト（一部）



• 大学博物館教員は博物館の通常業務（標本の収集、登録、
展示、研究、広報、アウトリーチ等）以外にも学部や大学

院教育、学内委員など多岐にわたる業務に追いまくられて

いる。

主な大学博物館の比較（2023）

延床面
積 ㎡

展示
面積 ㎡

資料
数

教員 特任 招へい
専門員、
技術員等

事務 URL

名古屋大学博物館 3,800 968 110万 6 3 2 3

東京大学総合研究博物館、
ｲﾝﾀｰﾒﾃﾞｨｱﾃｸ

11,696 約2,300 350万 13 19 5 7 https://www.um.u-tokyo.ac.jp/people/faculty.html

京都大学総合博物館 13,350 2,470 260万 12 1 4? https://www.museum.kyoto-u.ac.jp/about/

北海道大学総合博物館 7,908 約2,700 300万 9 3※

https://www.museum.hokudai.ac.jp/outline/staff/

※ 博物館の運営を担当。この他に営繕
や会計などの業務は理学部事務室が対
応

大阪大学総合学術博物館 2,378 945 166万 7 1 6 3※
https://www.museum.osaka-u.ac.jp/about/staff/

※ 加えて、他と兼務の事務職員もいる

九州大学総合研究博物館 4,058 958 145万 7 0 0 12 3

http://www.museum.kyushu-
u.ac.jp/specimen/index.html
http://www.museum.kyushu-
u.ac.jp/member/index.html

https://www.um.u-tokyo.ac.jp/people/faculty.html
https://www.museum.kyoto-u.ac.jp/about/
https://www.museum.hokudai.ac.jp/outline/staff/
https://www.museum.osaka-u.ac.jp/about/staff/
http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/specimen/index.html
http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/specimen/index.html
http://www.museum.kyushu-u.ac.jp/specimen/index.html


学術会議提言 博物館は文化の核

• 2008年に自然史系博物館に関する提言（学術会

議）

• コレクションを持ち、科学的活動を行い、利用者

を限定しないという博物館の本質的な機能が重要。

それらに登録博物館の資格を与えるべき

• 学芸員には高度の専門性が必要。自然史研究の中

核を担う組織として博物館は重要。

• 学術的な視点は、経営効率や集客に関する評価よ

り重視されねばならない

• 博物館が単なる娯楽・遊興施設に堕することなく、

分化の核としての機能を維持することを望む



あいちに自然史博物館を！

• 愛知県は県単位で自然系の博物館を持たない珍しい県
• 工業産額は日本で有数 ものづくりとして有名

• しかし愛知県の自然史標本は散逸の危機にある
• 研究、今後の世代への
文化の継承の点からも

研究拠点が必要

• 動植物、化石、鉱物の
研究者が集まって協議

会を組織

「研究者ら、知事に建設要望 ／愛知」 毎日新聞 2019年
8月1日
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その一環としての発掘事業



ハダカイワシ
チタヤセサバ

露頭を削って化
石の包含層を出
す

クモヒト
デ

ブンブクウ
ニ



地元小学校の見学、県内の高校生
による体験発掘



愛知県に自然史博物館を！協議会
2021年10月に大規模発掘事業

「あいちに自然史博物館を！協議会」HPより

• 大村知事の来訪（露頭、

報告会）

• 師崎層群の化石標本を核

に、今後愛知の自然史資

料の保管・展示・研究に

ついての重要性を訴えて

いく



朝日新聞

読売新聞

共同通信

中日新聞

東海地域のラジオ局、そして
NHKが特集番組



私の考えること

• 博物館には多様な姿がある。こうあるべきとくくることはできない

• しかし各博物館が独自の個性を持つことが必要だろう

• そのためには各博物館の何が独自性なのかを把握する必要。それを社会に伝えていく

• 博物館学芸員は多様な仕事をこなす必要ーー自分の研究、展示、公開講座、大学博物館では
さらに授業、会議などなど

• それに加えて、最近は観光資源としての博物館、Inbound対応、標本のデジタルアーカイブ化、

博物館のネットワーク化が求められる

• しかし個性ある博物館を作るためには独自の活動、例えば学芸員によるユニークな研究が必

要。それが各館の存在意義となり、展示や社会への発信に活かされる

• 大学博物館は色々な博物館の中でも研究面を重視した存在

• しかし大学博物館は地域の自然史研究の核となるには予算、人員、収蔵スペース等の点から
限界がある。地域の自然史博物館としてのハブにはなりえない。しかし大学博物館のスタッ

フが音頭を取ってその地域の自然史科学を支える努力を行うことは可能である

• 自然系博物館の空白地帯がある。「愛知県に自然史博物館を！協議会」という運動を行い、
地域の文化の核をつくる努力を行っている
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